
    

１．平成23年3月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年3月期第１四半期  11,151  45.4  402  267.5  457  130.5  △671  －

22年3月期第１四半期  7,671  15.4  109  －  198  －  75  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年3月期第１四半期  △23  83  －      

22年3月期第１四半期  2  70  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年3月期第１四半期  53,404  32,605  61.0  1,156  03

22年3月期  53,239  33,198  62.2  1,176  26

（参考）自己資本 23年3月期第１四半期 32,561百万円 22年3月期 33,133百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年3月期  －        7 00 －      7 00  14  00

23年3月期  －      

23年3月期（予想）  7 00 －      7 00  14  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  21,160  41.3  100  －  180  －  100  －  3  55

通期  44,530  24.4  430  2.4  630  △3.8  330  252.8  11  72



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．２「２.その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規       － 社 （社名）                        、除外       － 社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：有 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しており

ますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期１Ｑ 30,563,199株 22年3月期 30,563,199株

②  期末自己株式数 23年3月期１Ｑ 2,396,530株 22年3月期 2,394,900株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期１Ｑ 28,167,509株 22年3月期１Ｑ 28,170,458株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第1四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出の増加を背景に景気は緩やかな回復基調にあり、設備投

資も企業収益の改善により持ち直しが見られたものの、厳しい雇用・所得環境下での個人消費の低迷等引き続き厳

しい状況で推移しました。 

 医薬品業界におきましては、本年4月に長期収載医薬品の特例引き下げを含む薬価改定が実施され、後発品の使

用促進など医療費抑制の基調は変わらず、市場環境は引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

 このような状況のもと当社グループは、当期を初年度とする新中期経営計画「ASKA PLAN 2012」の方針に基づ

き、医薬品事業を中心に売上の確保に努めました結果、薬価改定や主力製品の競争激化の影響はありましたが、後

発医療用医薬品（2品目）の上市、後発医療用医薬品および承継品等の売上増により、売上高は111億５千１百万円

（前年同期比45.4％増）となりました。 

 医療用医薬品分野では、本年５月に後発医療用医薬品の緑内障治療剤「ラタノプロスト点眼液」および高血圧治

療剤「アムロジピン内用ゼリー」を上市し、売上高は102億６千万円となりました。 

 動物用医薬品分野では、本年４月より協和発酵バイオ株式会社の畜水産領域及びコンパニオンアニマル領域に係

る国内販売事業を承継するに伴い、新たにアニマルヘルス事業本部を設立し、動物薬事業と畜水産事業の統合を推

進し、繁殖と栄養の組み合わせによる相乗効果等に努めました結果、売上高は７億９千５百万円となりました。 

 そのほか、検査、医療機器、食品等の売上高は９千６百万円となりました。 

利益面では、売上構成の変化による売上原価率の増加の影響はありましたが、売上高の増加ならびに研究開発費

および販売費等の削減の結果、営業利益４億２百万円（前年同期比267.5％増）、経常利益４億５千７百万円（前

年同期比130.5％増）とそれぞれ増益となりました。一方、特別損失として投資有価証券評価損９億２千７百万円

（前年同期は特別損失５千４百万円）計上したことにより、四半期純損失６億７千１百万円（前年同期は７千５百

万円の四半期純利益）となりました。  

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ１億６千５百万円増加し、534億４百

万円となりました。この主な要因は、投資有価証券評価損９億２千７百万円の計上に伴い四半期純損失６億７千１

百万円となったため利益剰余金は減少しましたが、仕入れ等の増加により支払手形及び買掛金が増加したためであ

ります。 

 なお、自己資本比率は前連結会計年度から1.2ポイント低下し61.0％となっております。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきましては、今回の評価損を含め不透明な

要因もありますことから、現時点では平成22年５月14日の決算発表時の数値から見直しは行っておりません。  

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理）  

①たな卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末のたな卸資産の算出については、実地たな卸を省略し前連結会計年度末の実地たな

卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

  

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



に著しい変化が認められたため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用して

おります。 

 これにより、営業利益は０百万円減少し、経常利益は５百万円減少し、税金等調整前四半期純損失は５百万円増

加しております。 

  

（税金費用の計算方法の変更） 

 税金費用については、従来、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりましたが、四半期連結会計期間の実績に応

じた税金費用をより正確に四半期連結財務諸表に反映させるため、当第１四半期連結会計期間より納付税額の算定

に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に変更しております。 

 この変更により、四半期純損失は15百万円減少しております。 

  

（不動産賃貸費用の計上区分の変更） 

 従来、賃貸設備に関する減価償却費等の費用は、一般管理費に計上しておりましたが、営業外の収益と費用の対

応をより厳密に行うため、営業外収益の不動産賃貸料に対応させて、賃貸設備に係わる減価償却費等の費用を「不

動産賃貸費用」として営業外費用に計上する方法に変更しております。 

 この変更により、営業利益が９百万円多く計上されておりますが、経常利益、税金等調整前四半期純損失に与え

る影響はありません。 

  

  

  

  

  

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,106 4,094

受取手形及び売掛金 8,508 7,733

有価証券 3,430 5,340

商品及び製品 5,133 4,819

仕掛品 673 466

原材料及び貯蔵品 1,567 1,650

その他 1,026 1,297

貸倒引当金 － △3

流動資産合計 26,445 25,398

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,490 5,568

その他（純額） 8,467 8,799

有形固定資産合計 13,957 14,367

無形固定資産 3,180 3,280

投資その他の資産   

投資有価証券 4,414 4,752

その他 5,454 5,495

貸倒引当金 △124 △120

投資その他の資産合計 9,745 10,127

固定資産合計 26,883 27,774

繰延資産 75 66

資産合計 53,404 53,239

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,923 4,709

短期借入金 969 133

未払法人税等 106 53

賞与引当金 542 1,047

その他の引当金 6 5

その他 3,207 3,187

流動負債合計 10,755 9,136

固定負債   

長期借入金 2,200 3,057

退職給付引当金 6,790 6,643

その他の引当金 262 252

その他 790 950

固定負債合計 10,042 10,903

負債合計 20,798 20,040



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,197 1,197

資本剰余金 845 845

利益剰余金 32,976 33,844

自己株式 △2,307 △2,306

株主資本合計 32,712 33,581

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △140 △439

繰延ヘッジ損益 △10 △8

評価・換算差額等合計 △150 △448

少数株主持分 44 65

純資産合計 32,605 33,198

負債純資産合計 53,404 53,239



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 7,671 11,151

売上原価 2,953 6,292

売上総利益 4,718 4,858

返品調整引当金繰入額 △1 1

差引売上総利益 4,719 4,857

販売費及び一般管理費 4,610 4,455

営業利益 109 402

営業外収益   

受取利息 4 1

受取配当金 41 47

不動産賃貸料 41 45

その他 14 11

営業外収益合計 100 106

営業外費用   

支払利息 4 13

固定資産処分損 0 3

コミットメントフィー 3 8

不動産賃貸費用 － 9

その他 3 15

営業外費用合計 11 50

経常利益 198 457

特別損失   

投資有価証券評価損 54 927

特別損失合計 54 927

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

144 △469

法人税、住民税及び事業税 － 71

法人税等調整額 － 150

法人税等合計 69 222

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △692

少数株主損失（△） △0 △21

四半期純利益又は四半期純損失（△） 75 △671



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

144 △469

減価償却費 344 673

投資有価証券評価損益（△は益） 54 927

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32 146

賞与引当金の増減額（△は減少） △689 △492

受取利息及び受取配当金 △45 △48

支払利息 4 13

売上債権の増減額（△は増加） 53 △782

たな卸資産の増減額（△は増加） △585 △438

仕入債務の増減額（△は減少） 78 1,236

確定拠出年金移行に伴う未払金の増減額（△は減
少）

△195 △202

その他 373 332

小計 △428 894

利息及び配当金の受取額 45 48

利息の支払額 △4 △4

事業再編による支出 － △89

法人税等の支払額 △53 △4

営業活動によるキャッシュ・フロー △441 843

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,024 △234

その他 △923 △320

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,947 △555

財務活動によるキャッシュ・フロー   

少数株主からの払込みによる収入 90 －

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △1

配当金の支払額 △164 △164

その他 △20 △20

財務活動によるキャッシュ・フロー △95 △186

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,485 101

現金及び現金同等物の期首残高 9,774 9,434

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,289 9,536



 該当事項はありません。  

  

  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、医薬品等の製造・販売及び輸出入等を中心に事業を展開しており、「医薬品事業」を報告セグメント

としております。 

 「医薬品事業」は、主に医療用医薬品を製造・販売しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 当社の報告セグメントは「医薬品事業」のみであるため、記載を省略しております。 

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

（１）主力品の売上高  

   

  

  

４．補足情報

   主 力 品 の 売 上 高   

   （平成23年3月期 第１四半期実績）   

               

             （単位：億円）

品 目 名 

前 期 

平成22年3月期 

当 期 

平成23年3月期 対前年同四半期 

増減率（％） 第1四半期 

実績 
年間実績 

第1四半期 

実績 
年間見込 

 経皮吸収型鎮痛消炎剤 セルタッチ － 43.1 23.3 83.4 －

 高脂血症治療剤 リピディル 9.4 40.0 10.4 41.2 10.6

 甲状腺ホルモン剤 チラーヂン 10.1 38.0 10.3 38.1 2.0

 前立腺肥大症・癌治療剤 プロスタール 9.0 34.7 7.9 32.1 △ 12.2

 消化性潰瘍・胃炎治療剤 アルタット 6.7 25.8 6.1 23.5 △ 9.0

 前立腺癌治療剤 ビカルタミド 3.5 14.3 4.6 14.9 31.4

 高血圧治療剤 アムロジピン 2.0 10.5 4.3 12.2 115.0

 経口避妊剤 アンジュ 2.8 11.2 3.3 14.3 17.9
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